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「小さな自然再生」現地研修会（第 17 回）開催報告 
 

2023 年 1 月 14 日（土） 茨城県土浦市・霞ヶ浦 
 

【主催】 特定非営利活動法⼈⽔辺基盤協会 

「小さな自然再⽣」研究会 ／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

【協⼒】国土交通省関東地⽅整備局霞ヶ浦河川事務所／公益財団法人リバーフロント研究所 

座学研修 魚道完成後の集合写真 魚道づくり１ 魚道づくり２

公益財団法人河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「小さな自然再⽣」現地研修会（第 17 回） 

開催報告 

2023 年 1 月 14 日（土） 茨城県土浦市・霞ヶ浦 

はじめに 

2023 年 1 月 14 日（土）に、第 17 回「小さな自然再生」現地研修会を茨城県土浦市の

霞ヶ浦にて開催致しました。 

浄化施設導⽔路と湖をつなぐ魚の通り道づくりを主テーマに、午前の座学で基礎知識を習

得し、午後は小雨の中でしたが魚道づくりを実践し、手づくりでできるエコアップの具体手

法を参加者と共に学び合いました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の一部を、当日の写真を中心

に皆様にご紹介するものです。 

本研修に協⼒頂きました関係者各位に厚く御礼申し上げます。 

 

2023 年 3 月 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 

 開催日時︓ 2023 年 1 月 14 日（土） 9︓30〜16︓00 

 開催場所︓ 茨城県土浦市 他  

<座学︓霞ヶ浦河川事務所土浦出張所／現地︓清明川植生浄化施設＞ 

 参加者︓  32 名 

 主 催︓ 特定非営利活動法人⽔辺基盤協会、「小さな自然再生」研究会 

日本河川・流域再生ネットワーク 

 協 ⼒︓ 国土交通省関東地⽅整備局霞ヶ浦河川事務所 

公益財団法人リバーフロント研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（9:30〜11:30）小さな自然再生の座学研修 

・開会挨拶 

・清明川植生浄化施設における地域連携と新たな価値の創造 

    （小野正人︓国土交通省霞ヶ浦河川事務所） 

・清明川植生浄化施設の維持管理活動と環境教育の取組み 

    （吉⽥幸⼆︓NPO 法人⽔辺基盤協会） 

・午後の魚の道づくりの概要説明 

    （和⽥彰︓公益財団法人リバーフロント研究所） 

・魚の道の役割と維持管理について 

    （岩瀬晴夫︓株式会社北海道技術コンサルタント） 

・魚の道の生物モニタリングについて 

    （⽩尾豪宏︓公益財団法人リバーフロント研究所） 

（11:30〜13:00）昼食 及び 清明川植生浄化施設への移動 

（13:00-16:00） 魚の道づくりを通じた小さな自然再生の実践 ＠清明川植生浄化施設 

・魚の道づくり 及び 浄化施設周辺の生物観察 

     ■現地技術指導︓岩瀬晴夫（同上）、⽩尾豪宏（同上） 

（16:00）閉会 
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開会挨拶 

 

 

主催者を代表して NPO 法人水辺基盤協会の吉⽥会⻑より、また霞ヶ浦を管理する国⼟交通省霞ヶ

浦河川事務所の清水副所⻑より開会挨拶を頂きました。 
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座学研修（午前） 

 

 

 

  
清明川植⽣浄化施設における地域連携と新たな価値の創造 

（小野正⼈︓国⼟交通省霞ヶ浦河川事務所） 
 霞ヶ浦及び清明川植生浄化施設の概要 

 河川協⼒団体の要望から再稼働、地域と連携した活動へ 

 再稼働（水路に水を流したこと）の効果 

 今後の取組 及び 新たな価値の創造 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-1」を参照 
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清明川植⽣浄化施設の維持管理活動と環境教育の取組み 

（吉田幸⼆︓NPO 法⼈⽔辺基盤協会） 
 清明川植生浄化施設における維持管理活動 

 清明川植生浄化施設における環境教育の取組 
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午後の魚の道づくりの概要説明 

（和田彰︓公益財団法⼈リバーフロント研究所） 
 清明川植生浄化施設の特徴 

 魚類にとってのバリア 

 水路と湖をつなぐ魚道づくりまでの経緯 

 水路と湖をつなぐ魚道づくりの計画・設計・施工 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-2」を参照 
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魚の道の役割と維持管理について 

（岩瀬晴夫︓株式会社北海道技術コンサルタント） 
 「魚の道づくり」の留意点 

  「魚の道づくり」の必要知 

 魚が坂(段差)をのぼる⼒  

 坂(段差)の流れ 

 木の腐れ(木組み魚の道) 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-3」を参照 
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 魚の道の⽣物モニタリングについて 

（⽩尾豪宏︓公益財団法⼈リバーフロント研究所） 
 霞ケ浦で記録のある魚たち 

 霞ケ浦の環境変化 

 ⽥んぼや⽤水路を利⽤する水生生物 

 魚道を利⽤する可能性のある水生生物 

 モニタリングに向けて 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-4」を参照 
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現地実習（午後） 

テーマ︓「浄化施設導⽔路と湖をつなぐ魚の通り道をつくろう」 
 

午前の座学では、清明川植生浄化施設の概要と地域連携の取組、また魚道の役割や生物モニタリン

グ方法について計 4 題の話題を地元活動主体や専門家よりご提供頂きました。 

午前に習得した知⾒を踏まえ、午後のフィールド実習では、２タイプの魚道（①⽔路と植生浄化施設

の落差を解消する魚道、②植生浄化施設内を湖まで誘導する魚道）を手づくりで製作するとともに、植

生浄化施設周辺に生息する生き物の観察を⾏いました。 

 

 

 

 
 

 

 

午後の現地実習の様子
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 【⽔路と植生帯の落差を解消する魚道づくり】 
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【⽔路から湖までのルートを確保する魚道づくり】 
 

  
 

 
 

 

 

 



 14

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

17
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

3/
3 

【⽔路と植生帯に生息する生物観察】 
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設置から 2 か月半後の様子（2023 年 3 月 24 日撮影 NPO 法人⽔辺基盤協会） 
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参考資料 1（座学研修の講義資料） 

【参考資料 1-1】清明川植⽣浄化施設における地域連携と新たな価値の創造 講演資料（1/4） 

 



 
 

17 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

17
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

3/
3 

【参考資料 1-1】清明川植⽣浄化施設における地域連携と新たな価値の創造 講演資料（2/4） 
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【参考資料 1-1】清明川植⽣浄化施設における地域連携と新たな価値の創造 講演資料（3/4） 
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【参考資料 1-1】清明川植⽣浄化施設における地域連携と新たな価値の創造 講演資料（4/4） 
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【参考資料 1-2】午後の魚の道づくりの概要説明 講演資料（1/3） 
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【参考資料 1-2】午後の魚の道づくりの概要説明 講演資料（2/3） 
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【参考資料 1-2】午後の魚の道づくりの概要説明 講演資料（3/3） 
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【参考資料 1-3】魚の道の役割と維持管理について 講演資料（1/2） 
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【参考資料 1-3】魚の道の役割と維持管理について 講演資料（2/2） 

 

 



 
 

25 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

17
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

3/
3 

【参考資料 1-4】魚の道の⽣物モニタリングについて 講演資料（1/3） 

 

 



 26

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

17
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

3/
3 

【参考資料 1-4】魚の道の⽣物モニタリングについて 講演資料（2/3） 
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【参考資料 1-4】魚の道の⽣物モニタリングについて 講演資料（3/3） 
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参考資料２－平面図及び落差解消魚道の構造図 

 

 

（株）北海道技術コンサルタント・岩瀬講師作図 
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（株）北海道技術コンサルタント・岩瀬講師製図 
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参考資料 3－魚道づくりの材料及び工具 
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工具名 個数 用途 

チェンソー 1 バタ角加工用 

ノコギリ 3 バタ角加工用、植生帯内魚道掘削用 

電動ドリル（電池式） 1 バタ角及び足場板のボルト貫入穴作成用 

電動ドリルの刃 2 削孔 Φ22〜25mm 

スパナ（ラジェットレンチ） 2 M16 ボルトを締める工具 

メジャー3ｍ 2 寸法計測用 

掛矢（木づち） 1 支柱バタ角打ち込み用 

⾦テコ 1 同上 及び 植生帯内の魚道掘削用 

トンカチ 2 かすがいの打ち込み用 

鍬 2 植生帯内魚道掘削用 

ゴーグル 2 同上 

油性マジック 2 木材マーキング用 

現場簡易トイレ 1 現地での緊急用 

スコップ剣形 30 バタ角足場掘削用、植生帯内魚道掘削用 

スコップ角形 2 植生帯内魚道掘削用 

拡声器（ハンドマイク） 2 現地誘導や指示用 

 

 

魚道づくりに必要な工具等一覧
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参考資料 4－参加者募集チラシ（表面） 
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参考資料 4－参加者募集チラシ（裏面） 
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（MEMO） 
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※JRRN 事務局は、公益財団法人リバーフロント研究所が公益を目的に運営を担っています。 

 

「小さな自然再⽣」現地研修会（第17回）開催報告 
〜  2023年1月14日（土） 茨城県土浦市・霞ヶ浦 〜 

2023年3月31日 
【発⾏】 

日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN） 

〒104-0033 東京都中央区新川 1 丁目 17 番 24 号  ＮＭＦ茅場町ビル 7 階 

公益財団法人リバーフロント研究所 内 

電話:03-6228-3861  Fax: 03-3523-0640 

E-mail: info@a-rr.net 
URL: http://www.a-rr.net/jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/JapanRRN  

 


